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●
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
●
 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
二
十
年
の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
は
選
挙
の
多
か
っ
た
年
で
あ
り
、
本
町
で
も
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
し
い
議
員
の
方
々
に
よ
る
議
会
が
構

成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
社
会
情
勢
に
お
い
て
は
、
国
で
は
ね
じ
れ
国
会
や
年
金
問
題
が
あ
り
、
地
方
で
は
財
政
危
機
や
地
域
格
差
拡

大
等
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
、
そ
し
て
い
っ
そ
う
厳
し
さ
を
増
し
た
年
で
あ
っ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。 

　
特
に
夕
張
市
の
財
政
破
綻
を
契
機
に
、
地
方
財
政
の
悪
化
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
「
財
政
健
全
化
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
法
律

で
は
財
政
状
況
の
判
断
の
た
め
に
、
①
実
質
赤
字
比
率
②
連
結
実
質
赤
字
比
率
③
実
質
公
債
費
比
率
④
将
来
負
担
比
率
の
四
指
標
を

設
け
、
こ
の
指
標
が
一
定
基
準
以
上
に
悪
化
す
る
と
自
主
再
建
を
図
る
「
早
期
健
全
化
団
体
」
に
、
将
来
負
担
比
率
を
除
く
三
指
標

が
さ
ら
に
悪
化
す
る
と
国
及
び
県
の
関
与
に
よ
る
確
実
な
財
政
再
生
を
図
る
「
再
生
団
体
」
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
財
政

の
健
全
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昨
年
は
歳
入
確
保
並
び
に
歳
出
削
減
に
努
め
る
た
め
継
続
し
て
い
る
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
積
極
的

か
つ
着
実
に
実
行
し
、
●
町
債
残
高
の
抑
制
●
少
子
高
齢
化
対
策
●
階
上
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
地
区
計
画
の
策

定
●
協
働
の
私
道
整
備
事
業
●
町
営
住
宅
榊
山
団
地
の
移
転
新
築
工
事
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
新
た
な
年
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
町
民
の
皆
様
の
目
線
に
立
ち
、
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
て
ま

い
り
ま
す
と
と
も
に
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
財
政
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら
施
策
の
優
先
度
と
重
点
化
を
さ
ら
に
徹
底
し
、
次
の
項

目
課
題
を
積
極
的
に
推
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

　『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
推
進
』、『
中
山
間
整
備
事
業
に
よ
る
農
道
等
整
備
』、『
階
上
中
学
校
耐
震
改
修
・
大
規
模
改

修
工
事
』、『
協
働
の
私
道
整
備
事
業
の
推
進
』、『
医
療
費
抑
制
に
向
け
て
の
介
護
予
防
事
業
の
推
進
』
等
々
。 

　
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
も
「
町
民
」「
議
会
」「
行
政
」
が
一
体
と
な
り
、
情
報
の
共
有
並
び
に
公
開
に
努
め
、
相
協
調
し
な

が
ら
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

町
民
力
で
元
気
な
階
上
づ
く
り
 

階
上
町
長
　
　
浜
　
谷
　
豊
　
美
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●
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
●
 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
議
会
を
代
表
し
て
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
議
会
に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
私
に
と
り
ま
し
て
昨
年
は
、
町
議
会
議
長
と
い
う
重
職
を
拝
命
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
今
後
は
町
、
議
会
、
町
民
の
た
め
に
全
力
で
職
責
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
ご
指
導
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
は
選
挙
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
国
政
に
お
い
て
は
首
相
の
交
代
や
衆
参
の
ね

じ
れ
現
象
が
生
じ
る
な
ど
政
治
に
対
す
る
国
民
の
不
信
や
所
得
の
地
域
間
格
差
の
拡
大
、
ま

た
、
原
油
高
騰
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
・
石
油
等
の
値
上
げ
な
ど
大
変
厳
し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
今
年
は
政
治
の
信
頼
回
復
と
国
民
の
生
活
を
重
視
し
た
安
全
で
安
心
で
き
る
国
づ
く
り
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
階
上
町
で
は
昨
年
３
月
に
「
階
上
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
町
民
と

町
と
が
共
に
地
域
を
支
え
あ
い
、
そ
し
て
共
に
地
域
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
あ
う
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
ゆ
め
　
み
ら
い
　
心
と
き
め
く
　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
に
、
日
々
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
・
住
み
続
け
た
い
」
を
実
感

で
き
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
町
で
は
町
民
の
待
望
で
あ
り
ま
し
た
町
営
住
宅
の
新
築
や
公
共
下
水
道
の
施
設
整

備
事
業
等
、
住
民
の
住
環
境
整
備
を
重
点
に
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

厳
し
い
町
財
政
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご
意
見
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。 

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
 

階
上
町
議
会
議
長
　
　
松
　
森
　
　
　
　
 

 

●
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
●
 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
二
〇
〇
八
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
近
年
、
青
少
年
の
規
範
意
識
の
低
下
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
事
件

や
事
故
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。
規
則
遵
守
等
の
価
値
は
、

意
図
的
な
学
習
だ
け
で
内
面
化
を
図
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
幼
児
期
に
お
い
て
は
、
周
り

の
人
々
の
、
愛
情
一
杯
の
望
ま
し
い
立
ち
居
振
る
舞
い
を
無
意
識
的
に
受
容
・
模
倣
し
、
そ

の
後
、
学
校
や
地
域
社
会
な
ど
で
意
図
的
な
学
習
や
体
験
的
な
活
動
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に

よ
り
、
内
面
化
が
図
ら
れ
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
発
達
の
各
時
期
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
学
習
や
体
験
が
欠
落
す
れ
ば
、「
規
則
無
視
」

や
「
自
分
勝
手
」
が
生
活
習
慣
と
な
り
、
正
当
化
さ
れ
、
次
第
に
規
範
意
識
が
薄
れ
て
い
く

こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
教
育
環
境
と
し
て
の
家
庭
・

地
域
・
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
心
の

成
長
を
期
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
危
機
意
識
を
共
有
し
た
行
動
連

携
が
肝
要
で
あ
り
、
町
民
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
参
る
所
存
で
す
。 

 
次
に
、
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
団
体
等
の
ご
理
解
と
ご
支

援
に
よ
り
、
町
民
運
動
会
等
、
予
定
し
て
い
た
事
業
を
ほ
ぼ
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
は
特
に
、
社
会
の
変
化
に
伴
い
子
育
て
支
援
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
捉
え
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
子
育
て
講
座
を
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
、
各
保
育
園
、
各
小
・
中
学
校

で
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
財
や
文
化
の
保
護
と
後
生
へ
の
継
承
を
願
っ

て
、
文
化
財
の
町
指
定
検
討
作
業
、
町
の
文
化
財
で
あ
る
「
イ
チ
ョ
ウ
の
木
」
へ
の
説
明
看

板
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご

助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
社
会
教
育
事
業
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
 

　
 
 
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
 

 

階
上
町
教
育
長
　
　
村
　
上
　
富
士
夫
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謹　賀　新　年 

町
議
会
定
例
会 

　
平
成
十
九
年
第
八
回
階
上
町
議
会
定
例
会
が
十
二
月
十
一
日
開
会

し
、
十
二
月
十
四
日
閉
会
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
条
例
一
件
、
予
算
四
件
、
そ
の
他
二
件
、
陳
情
三
件
、

議
会
案
四
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

条
　
　
例
 

そ
の
他
 

予
　
　
算
 

平成19年度　12月補正予算の状況 

　会　　計　　名　  

一 般 会 計  

国民健康保険特別会計 

介 護 保 険 特 別 会 計  

公共下水道事業特別会計 

　合　　　　　　　計　 

補 正 額  

△1,504万5千円 

　1,448万5千円 

8千円 

0千円 

△55万2千円 

補 正 後 の 予 算 額  

52億9,218万9千円 

17億 494万2千円 

7億5,028万1千円 

7億7,982万4千円 

85億2,723万6千円 

《日　　時》2月17日（日）13:00～16:00（受付12:30から）　《場　　所》ハートフルプラザ・はしかみ 
《内　　容》未来の階上町を担う“子ども”を核とした地域づくりについて考えます！ 
　　　　　　①基調講演『子育てで元気な町づくり』 
　　　　　　　　　講師：NPO法人　新座子育てネットワーク　代表　坂本　純子 氏 
　　　　　　②実践発表　白銀南中学校　校長　小高　　進 氏（学校支援ボランティア） 
　　　　　　　　　　　　小中野児童館　館長　平間　恵美 氏（子どもと地域づくり） 
《申込締切》２月８日（金）※1月8日から町ホームページで申し込みができます。 
《そ の 他》託児あります。（要事前申し込み、氏名、性別、年齢をお知らせください。） 

【問い合わせ・申し込み】総務課　企画財政グループ　q88－2113

見つけよう 咲かせよう ふるさとの花「生涯学習のまちづくり町民大会」 

①
階
上
町
奨
学
金
貸
与
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

　
階
上
町
奨
学
資
金
の
貸
与
金

額
等
を
変
更
す
る
た
め
。
　
　

　
　
　
　
　
 

  ①
平
成
十
九
年
度
階
上
町
一
般

会
計
補
正
予
算
 

　
歳
入
は
、
繰
入
金
（
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
）
等
を
減
額
。

　
歳
出
は
土
木
費
（
町
営
住
宅

榊
山
団
地
移
転
新
築
工
事
）
等

を
減
額
。 

②
平
成
十
九
年
度
階
上
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
 

　
歳
入
は
、
療
養
給
付
費
等
交

付
金
（
退
職
者
療
養
給
付
費
等

交
付
金
）
等
を
増
額
。
　
　
　

　
歳
出
は
、
保
険
給
付
費
（
退

職
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費
）

を
増
額
。 

③
平
成
十
九
年
度
階
上
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
 

　
歳
入
は
、県
支
出
金
等
を
増
額
。 

　
歳
出
は
、
地
域
支
援
事
業
費

（
特
定
高
齢
者
介
護
予
防
事
業

委
託
料
）
を
増
額
。
　
　
　
　

④
平
成
十
九
年
度
階
上
町
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
 

　
歳
入
、歳
出
と
も
に
財
源
補
正
。 

   ①
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
規
約
の
変
更
 

　
八
戸
地
域
広
域
ふ
る
さ
と
市

町
村
圏
基
金
に
積
み
立
て
た
関

係
市
町
村
か
ら
の
出
資
金
に
相

当
す
る
額
の
処
分
手
続
き
を
定

め
る
た
め
。 

②
階
上
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
に
選
任
す
る
者

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
 

　
氏
名
　
田
中
　
優
子
 

   ①
道
路
財
源
の
確
保
に
関
す
る

意
見
書
 

　（
陳
情
採
択
に
伴
う
意
見
書
） 

①
原
爆
症
認
定
制
度
に
係
る
問

題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見

書
 

②
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

法
務
局
職
員
の
増
員
を
求
め
る

意
見
書
 

③
割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正

を
求
め
る
意
見
書
 

   ◎
階
上
町
選
挙
管
理
委
員
 

・
大
江
　
光
政
　
・
林
崎
　
克
己
 

・
川
向
　
善
一
　
・
坂
　
　
博
史
 

◎
補
充
員
 

・
上
平
　
啓
助
　
・
松
川
金
次
郎
 

・
上
平
　
栄
一
　
・
工
藤
　
利
夫
 

 

議
会
案
 

選
　
　
挙
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謹　賀　新　年 

【問い合わせ】町民課　税務グループ　q88－2129

《申告のとき必要なもの》 

①印鑑　　②源泉徴収票　　③国民年金の支払証明書または領収書　　④生命保険料、損害保険料等

の支払証明書　　⑤農業などの事業経営者の方は売上金や諸経費の確認出来る帳簿、各種領収書等 

　平成20年度の町・県民税申告の受付を下記日程で行いますので、受付会場を確認の上、申告に

必要な書類を揃えておいでください。※平成19年中に収入のなかった方でも申告をしていないと、

必要なときに所得証明書の交付が受けられなかったり、国民健康保険税の軽減が受けられない場

合がありますので、必ず申告をしてください。 

 地震保険料控除創設について 
　居住用家屋・生活用動産を保険や共済の目的と
する契約で、かつ、地震、噴火又は津波等を原因
とする火災、損壊等による損害の額をてん補する
保険金の保険料や掛金を支払った場合には、一定
の金額の所得控除を受けることができます。 
　また、平成18年の税制改正で、平成19年分よ
り損害保険料控除が廃止されました。 
　しかし、一定の長期損害保険契約等に係る損害
保険料については、経過措置として地震保険料控
除の対象とすることができます。 
 
 農業所得簡易計算の廃止について 
　平成 19年分の確定申告等から農業所得簡易計
算が廃止になり、すべて収支計算となります。こ
れまで「農業所得簡易計算」を適用し、農業所得
を計算していた農家の方は収支計算により農業所
得を計算することになります。 
　収支計算を行うために、収入金額や必要経費に

係る請求書・領収書などの書類の保存と日取引の
記録（帳簿）が必要になりますので、こまめに領
収書などの書類整理と記帳を行い、スムーズに収
支計算ができるようにお願いします。 
 
 住宅のバリアフリー改修促進税制について 
①固定資産税額の減額措置 
　平成19年 4月 1日から平成22年 3月 31日まで
の間に、一定の者が自己の居住用家屋について一
定のバリアフリー改修工事を行った場合、当該家
屋に係る翌年度分の固定資産税額（100m2相当分
までに限る）が3分の1減額になります。 
②所得税額の特別控除 
　平成 19年 4月 1日から平成 20年 12月 31日ま
での間に、一定の者が自己の居住用家屋について
一定のバリアフリー改修工事を含む増改築等工事
を行った場合、現行の住宅リフォーム・ローン減
税制度と、住宅のバリアフリー改修促進税制を選
択することができます。 

受付相談日 地　区　名 会　　場 

 ２月15日（金） 

２月18日（月） 

２月19日（火） 

２月20日（水） 

２月21日（木） 

２月22日（金） 

２月25日（月） 

２月26日（火） 

２月28日（木） 

２月29日（金） 

３月３日（月） 

 

 

駅　前 

榊 

道　仏 

大　蛇 

追　越 

荒　谷 

小舟渡（1～4班） 

小舟渡（5～9班） 

角柄折・金山沢 

田　代・晴山沢 

平　内・鳥屋部 

 

道仏公民館 

 

受付相談日 地　区　名 会　　場 

 3月５日（水） 

3月６日（木） 

3月７日（金） 

3月10日（月） 

3月11日（火） 

3月12日（水） 

3月13日（木） 

3月14日（金） 

3月16日（日） 

3月17日（月） 

 

石    鉢 

蒼    前 

野 場 中 

赤 保 内 

耳ケ吠東 

耳ケ吠西 

 

全 地 区 

 

 

 

 

ハートフルプラザ・ 

はしかみ 

森の交流館 

※申告用紙は各会場に準備しています。 

《申告受付相談の日程》　受付時間：午前9時～正午、午後1時～3時 
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※川柳…5・7・5の17文字の短詩。季語や切れ字が不要なことが俳句と異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　昭和23年1月19日生 
①子ども達の笑顔と職場や地域の皆様に支え
　られ、思い出深い充実した日々を過ごすこ
　とができました。 
②3月末で定年退職。 
　仕事一筋だった自分に何ができるのか、何
　がしたいのかを探さなくては。まずは健康
　第一。 

　昭和23年3月5日生 
①昨年はマスターズ陸上の各種大会において
　優勝することができました。 
②今年も家族を見守り 
　つつ頑張ります。 
 

　昭和11年3月24日生 
①スケジュールの調整不足がたたり、何かと
　忙しい1年でした。子年の今年は「チョロ
　チョロ」しないようにしたいです。 
②現在、趣味の凧づくりに明け暮れています。 
　今年は秋田・宮城・福島県や津軽地方で開
　催される凧揚げ大会に出場したいと思って
　います。 

三島　栴治　さん 
　 

 

久保　和子　さん 
　 

 

谷川　保博　さん 
 

 

謹　賀　新　年 

　新年明けましておめでとうございます。 
　さて、本年も町内の年男・年女の方々に「今年の抱負」をテーマとした川柳を詠んでいただきま
したので、ご紹介します。①は昨年を振り返って、②は川柳の説明となっています。 
　寄稿者の皆さん、ご協力ありがとうございました。 

　新年明けましておめでとうございます。 
　さて、本年も町内の年男・年女の方々に「今年の抱負」をテーマとした川柳を詠んでいただきま
したので、ご紹介します。①は昨年を振り返って、②は川柳の説明となっています。 
　寄稿者の皆さん、ご協力ありがとうございました。 

せんりゅう 

（赤保内） 

（　榊　） （金山沢） 
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　平成8年1月12日生 
①バスケットボールのプレーはうまくできま
　せんでしたが、チームが心を一つにし、優
　勝することができました。 
②今年もチームワークを発揮して勝ち進みた
　いと思い、この句を作りました。 

　平成8年12月7日生 
①昨年は、ひまな時には外でサッカーや野球
　をしていて、遊んでばかりの毎日でした。 
②今年は6年生になるので、ひまなときには、
　ちょっとは勉強してみようかなと思い、作
　りました。 

　昭和23年5月4日生 
①孫が一歳になりました。いくら仕事が忙し
　くても顔を見ると疲れも忘れ、晩酌もそこ
　そこに遊ぶ。何かと忙しい一年でした。 
②油の一斉値上げが庶民を直撃。しかし、孫
　の笑い声を聞くと何事もなかったよう。よし、
　明日も頑張ろうと思う日々です。 

地代所　良作　さん 
 

 

上野　由夢心　さん 
 

 

小野　雄太　さん 
 

 

謹　賀　新　年 

①村上教育長から賞状の 
　伝達を受ける長根さん 
②階上町教育長賞を受賞 
　した長根さんの作品 

① 

　2007年青森県・小中学校書写紙上
展で、見事上位入賞を果たした小舟
渡小学校5年生の長根由紀子さんが、
12月 12日に役場を訪れ、村上教育
長に喜びの受賞報告を行いました。 
　この紙上展には 5,642 点の応募が
あり、長根さんはこの中で23人が選
ばれた市町村教育長賞（階上町教育
長賞）を受賞しました。 
　今後の抱負をお聞きすると「これ
からもがんばります」と、元気に話
してくれました。 

　これからの更なるご活躍を期待し
ています。 

② 

（鳥屋部） 

（追　越） （耳ケ吠東） 



　上方落語界の中村橋之助！芝居噺と共に滑稽噺を得意とし、
パワフルな高座で幅広い客層を集めている。上方落語界に
おいて過去最短の芸歴で文化庁芸術祭最優秀賞を受賞する
など、上方落語の次代を担う正統派として注目されている。 
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　階上町の児童・生徒数は、少子化等により平成18年の1,527人から平成24年には1,184人に減少すること

が見込まれています。（別表参照） 

　教育委員会では平成18年7月に学校適正配置検討委員会を設置し、学校の規模によって生じる教育上・学

校運営上の諸問題を検討し、教育環境の総合的な整備を進めるための考え方を取りまとめることとしました。 

１．検討委員会の経過 

　委員には 12名の方々を委嘱。児童生徒の保護者、

教育関係者、社会教育関係者、幼児教育関係者、学識

経験者、自治会代表者で構成されています。 

　平成18年度では3回の会議を開催し、その後8小

学校区の保護者説明会を実施しました。また、今年度

は小学校区の地区説明会を行いました。 

2．適性規模の考え方 

　小規模校、大規模校にはそれぞれのメリット・デメ

リットがあり、児童生徒の人間形成上の学習環境とし

て効率的・効果的な教育活動を進める学校経営の上で、

学校規模の適正化を図る必要があります。 

◎子どもたちの立場から 

　・集団による教育の実施により切磋琢磨の機会が増

　　える。 

　・クラス替えを行なうことにより、児童生徒の人間

　　関係や集団内の役割分担の固定化を防ぐ。 

　・多様な関わりの中から、集団活動を通して児童生

　　徒の社会性を高める。 

　・同一学年における学級間の交流や刺激し合うこと

　　により活気が生まれる。 

　・集団の間でお互いに競い合い協力し合うことによ

　　り、自らの個性や能力を伸張させる。 

　・クラブ活動における選択の幅が広がり、児童生徒

　　の個性・能力に応じた指導を受けることができる。 

◎学校運営の立場から 

　・学年や教科担当の教員による研究・研修が可能に

　　なる。 

　・部活動の指導にあたる教員確保が可能となる。 

　・校務分掌を複数で分担することができ、学校運営

　　組織の効果的な編成ができる。 

謹　賀　新　年 

【問い合わせ】教育課　教育グループ 
　　　 q88－2698 

 

－落語と講演－ 

『思いっきり笑うと元気になれます』 
　　　　  ～笑う門には福来たる～ 

◆日　時　1月26日（土）13:30～ 15:00 
◆場　所　ハートフルプラザ・はしかみ 
◆講　師　落語家　林家　染二　氏 
◆入　場　無　料　※託児あります。（要申し込み） 
 

｢学びの王国！はしかみキャンパス＆階上町商工会｣　 ｢学びの王国！はしかみキャンパス＆階上町商工会｣　 

別表：学校・年度別児童生徒数の推移見込表（平成19年5月1日現在） 

41 
337 
300 
19 
13 
131 
90 
61 
992 
368 
167 
535 

1,527 

 

36 
309 
290 
21 
10 
128 
84 
55 
933 
380 
171 
551 

1,484 

 

32 
302 
269 
22 
11 
115 
76 
54 
881 
367 
172 
539 

1,420 

 

28 
313 
255 
21 
7 
119 
64 
51 
858 
372 
170 
542 

1,400 

 

22 
300 
237 
23 
9 
124 
62 
52 
829 
341 
144 
485 

1,314 

 

24 
289 
212 
16 
6 
123 
62 
53 
785 
351 
122 
473 

1,258 

 

18 
 
19 
 
20 21 22 23 24

27 
275 
193 
17 
9 
116 
53 
43 
733 
335 
116 
451 

1,184 

 
【問い合わせ】教育課　教育グループ　q88－2495

年度 

 学校名 

 階 上 小  
石 鉢 小  
赤保内小 
金山沢小 
登 切 小  
道 仏 小  
大 蛇 小  
小舟渡小 
小 計  
階 上 中  
道 仏 中  
小 計  
計 

 

学校適性配置検討委員会報告（全2回：その1） 学校適性配置検討委員会報告（全2回：その1） 
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【問い合わせ】町民課　戸籍住民グループ 
　　　　　　　q88－2119

【問い合わせ】総務課　企画財政グループ　q88－2113

【問い合わせ・申し込み】教育課　教育グループ　q88－2698

　平成20年度の競争参加資格審査申請書を追加受付しますので、次の事項に留意のうえ提出してください。 

　【※平成19・20年度分として、平成19年 2月に申請済みの方は提出の必要がありません。】 

　◎受付期間：2月1日（金）から2月29日（金）　　◎受付場所：総務課企画財政グループ 

　◎提出様式：中央公契連統一様式又は町が用意する様式（町HPよりダウンロード可） 

　◎提出書類：一般競争（指名競争）参加資格審査申請書の他、受付要領（町ホームページ掲載及び 

　　　　　　　企画財政グループで配布）に記載されている書類を添付してください。 

　◎受付方法：持参または郵送（郵送の場合は締切日必着。） 

　　　　　　　※様式任意の受領書を添付してください。郵送の場合は宛名を記入し、80円切手を 

　　　　　　　　貼付した受領書返信用封筒を必ず同封してください。ハガキによる受領書も可。 

　◎有効期間：平成20年 4月 1日から平成21年 3月 31日の1年間　 

　読み聞かせは、子どもと本の架け橋になるとともに、
親と子のふれあいにもつながります。どなたでも参
加できますので、お気軽にお申し込みください！ 
《日　時》2月3日（日）１３:００～１６:００ 
《場　所》ハートフルプラザ・はしかみ 
《内　容》①講演「子どもの心を育む読み聞かせ 
　　　　　　　　　　～絵本の町づくりを通して～」 
　　　　　②読み聞かせ実演＆ワークショップ 
　　　　　　　講師：三戸町住民福祉課保健師長　 
　　　　　　　　　　　小島瑩子 氏　他 
《募　集》30名程度　　《参加費》無　料 
《その他》託児あります。※要事前申し込み 

ゴミ収集車で火災発生！ ゴミ収集車で火災発生！ 

競争参加資格審査申請書の追加受付について 競争参加資格審査申請書の追加受付について 

謹　賀　新　年 

漫画家で絵本作家の故
馬場のぼるさんの出身地である三戸

町は、2001年から「絵本の町づくり」事業を進
めています。絵本を通して子どもの心を育てる「読

み聞かせ」を中心とした活動を積極的に 
展開しています。 

平成20年度 

階上町家庭教育推進協議会主催 階上町家庭教育推進協議会主催 

　12月 10日（月）の午前11時 10分ごろ、角柄折字
大渡の路上で不燃物を回収していたゴミ収集車の荷
台から火災が発生、消防車が出動する大変な事態が
おきました。 
　原因は、ゴミに出されていたガステーブルに電池
が入っており、スイッチが他のゴミに押され火花が
発生、パッカー内のガス缶に引火したものと思われ
ます。 
　今回は、車両のみで済みましたが、発見が遅れたり、
ガスが多量に残っていれば、人命に係わったかも知
れません。このような事故を防止するため、ゴミを
出す際は次の決まりを守ってください。 

　◆ガステーブルや、スプレー缶等を捨てる場合◆ 
　　①ガステーブルの電池は必ず取り除く。 
　　②ガス缶、スプレー缶は必ず中身を使い切り、　
　　　穴を開けて出す。 
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　下記の日程で階上町優先日をもうけます。まだ受診していない方は、ぜひ受診しましょう。 
　検診項目・料金等は昨年の広報4月号をご覧ください。なお、バスの運行はありませんのでご注意ください。 
①階上町優先日で受診したい方（健診会場：八戸市総合健診センター） 

②上記優先日で受診できない方 
　3月31日までいつでも（土、日・祝日を除く）受診できますが、なるべく2月中に受診してください。 
　受診希望日の1ヶ月前までに八戸市総合健診センター（q45－9131）に直接お申し込みください。 
　また、65歳以上の方や障害者手帳をお持ちの方は、医療機関でも受診できます。 

　グリーン・ツーリズム事業を進めるために、協議会を設立しました。 
　現在、修学旅行生の受け入れ、日帰り農漁業体験、農漁村でのゆとり余暇を提供していただく
受け入れ農漁家を募集しています。是非ご加入ください。 
　また、協議会では農産物加工体験を企画しました。あなたも農業体験してみませんか？ 

　八戸地区交通安全協会では、今年度も交通安全関係の各種表彰を次により行いますので、運転免許証・安協
会員証・印鑑をご持参のうえ1月25日(金)までに申請してください。 
 
《資格要件》平成19年12月31日現在、八戸地区交通安全協会会員であること 
《被表彰者》無事故賞：3年・5年・7年・10年（以後5年毎）の各賞 
　　　　　　協 力 賞：40年以上の無事故賞受賞者の配偶者 
《申請手数料》 
　　10年以上の無事故賞申請者は運転記録証明書が必要です。手数料700円を持参のうえ、申請してください。
　申請後に表彰の欠格事項（交通事故記録有り等）が判明し、受賞できなかった場合でも手数料は返却されま
　せん。 

【問い合わせ・申し込み】保健福祉課　健康増進グループ　q88－2219

【問い合わせ】産業建設課　産業振興グループ　q88－2116

【問い合わせ・申請先】町民課　戸籍住民グループ　q88－2119

謹　賀　新　年 

健診日 

２月 8 日（金） 

２月12日（火） 

２月１８日（月） 
２月２０日（水） 
 

豆腐づくり 
1月27日（日） 

味噌づくり 
 2月3日（日） 

要予約1月20日（日）まで  要予約１月27日（日）まで 

代表　土橋美智子さん　q８８―２７９０ 

昼食付き1人2,000円　小学生以下1,000円 

 

 

 

 

　階上町西部地区農産物加工施設（晴山沢集会所） 
10時～15時 

先着10人まで（小学生以上） 
 
 

申し込み方法 

　保健福祉課へ電話申し込みをして
いただくか、昨年5～7月に配布した
健診申込用はがきをポストへ投函し
てください。 
※1月18日（金）締め切り 

体 験 内 容  
月 日  
場 所  
時 間  
対 象 者  
申込み〆切 
申 込 み 先  
体 験 料 金  

婦 人 が ん 検 診  

住 民 健 診 
または 

国保人間ドック 
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　小学校就学前の児童で、児童の保護者（同居者含む）のいずれもが、次の①～⑧のどれかに該当し、児
童の保育ができないと認められる場合。 

　①家庭外で仕事をしている場合（就労証明書） 
　②家庭内で家事以外の仕事をしている場合（民生委員の意見書） 
　　※①、②において自営業の場合は（民生委員の意見書）、内職の場合は（就労証明書） 
　③母親が妊娠中又は出産後間もない場合（母子手帳の写し）※この場合の入所期間は、産前産後8週間 
　④疾病、負傷等の場合（医師の診断書） 
　⑤心身に障害がある場合（障害者手帳の写し等） 
　⑥自宅で長期にわたる病人や心身に障害のある家族を常時介護している場合（介護等申立書） 
　⑦震災・風水害・火災などの災害復旧にあたっている場合（申立書等） 
　⑧求職中又はこれから求職する場合（求職申立書）※この場合の入所期間は、3か月間 
 
 ◆必　要　書　類　用紙は保健福祉課及び町内各保育園にあります。 
　①保育所入所申込書 
　②家庭状況調書 
　③平成19年分の所得税額がわかるもの（源泉徴収票、確定申告書等） 
　④平成19年度分の市町村民税額がわかるもの（納入通知書の写し、課税証明書等） 
　⑤保育に欠ける理由がわかるもの（上記◆入所基準（　　）内の書類） 
　⑥児童を3人以上扶養していて第3子以降3歳未満の児童が入所する場合（保育料軽減に関する申立書） 
 
 ◆受付期間・場所　町内各保育園及び保健福祉課 
　町 内 保 育 園：1月10日（木）～2月8日（金）※以降随時受付します。 
　　※申込者が定員を上回った場合は、選考基準により2月８日までに受付した中から入所決定します。　 
　広域（町外）入所：1月25日（金）必着 

【問い合わせ・申し込み】保健福祉課　福祉グループ　q88－2641

謹　賀　新　年 

（広告） （広告） 

施 設 名  
 
所 在 地  

定　　員 
開所時間 
 

中央保育園 
q88-2101
赤保内字柳沢 
15-56
60名 

7：00～ 19：00 
 

はまゆり保育園 
q87-3364 

 道仏字石渡窪 
12-４ 
60名 

7：00～ 19：00 
 

道仏保育園 
q89-2210 

 
道仏字向17-3

60名 
7：00～ 19：00 

 

階上保育園 
q89-2302 

道仏字榊平17-2

60名 
6：45～ 20：00 

 

石鉢保育園 
q88-3621 

 角柄折字柳下 
6-15 
 120名 
7：00～ 19：00 

 

町 内 各 保 育 施 設  

～学童保育ご利用ご希望の保護者の皆様①か②の説明会においでください～ 

　　 
 
 ◆入　所　基　準　（　　）内は申請時に必要な書類です。 

〔説明会日時〕①2月5日（火）13：00～ 15：00　②2月6日（水）17：45～ 19：45 
〔場　　　所〕階上保育園 
〔対 象 児 童〕主に小学校1年生・2年生。小学校3年生以上はご相談ください。 
〔住　　　所〕階上町道仏字榊平17-2　　〔電　　　話〕0178-89-2302 

　※遅刻、早退はご遠慮ください　　※階上保育園向かい側の階上保育園駐車場をご利用ください 

　平成20年度の保育園入所申し込みを次のとおり受付します。 
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謹　賀　新　年 

高病原性鳥インフルエンザ対策は万全ですか？ 
　三八地域は県内一の養鶏地域で、1千羽以上の養鶏

場が89農場、約738万羽が飼養されています。その

うち町内では9農場で129万羽が飼養されています。 

　地域での高病原性鳥インフルエンザの発生を防ぐた

め、以下の対策を徹底しましょう。 

　●発生予防対策のポイント 
　　①飼養鶏（鳥）の健康状態の観察 

　　②野鳥等の鶏（鳥）舎への侵入防止 

　　③餌の屋外への放置防止 

　　④鶏（鳥）舎内・外の定期的な消毒 

　　⑤関係者以外の飼育舎への出入禁止　 

　●高病原性鳥インフルエンザの症状は？ 
　　①突然死　　　　　②トサカ・肉垂が紫色に変色 

　　③下痢・食欲減退　④産卵の低下・停止 

　　⑤元気消失など 

　　※症状や病気の伝染性は、鳥の種類・ウイルス 

　　　株の違いにより異なります。 

　●早急な連絡を！ 
　　左の症状が通常より多く見られたら、早急に下記

　までご連絡ください。 

　　※異常な鳥が確認されても、人に感染する可能性

　　　は低いので、落ち着いて連絡してください。 

　　※鶏の糞には直接触れないようにし、世話した後

　　　は手洗い、うがいをしましょう。 

　　※伝染病の防疫のため、愛玩 

　　　鶏を飼養している方は、産 

　　　業建設課産業振興グループ 

　　　までお知らせください。 

　　　ご協力よろしくお願いしま 

　　　す。 

1.必ず登録をしましょう（狂犬病予防法第4条第1項） 
　生後91日以上の犬は、一生に一度の登録義務があ
ります。登録手数料は１頭につき3,000円です。 

2.毎年、狂犬病予防注射を受けましょう 
　（狂犬病予防法第5条第1項） 
　犬の所有者は、年１回、狂犬病の予防注射を受けさ
せなければなりません｡ 
　本町では、4月中旬に町内の集会所等を巡回して、
犬の集合登録と狂犬病予防注射を実施しています｡注
射手数料は１頭につき3,000円（接種料2,450円＋注
射済票交付手数料550円）です。 
　都合がつかない場合は、前もって町民課で登録を済
ませ、お近くの動物病院で注射を受けてください｡ 

3.死亡・変更届を提出しましょう 
　（狂犬病予防法第4条第4項及び第5項） 
　飼い犬が死亡または長期間行方不明になった場合は
「死亡届」を、また、住所や所有者の変更があった場
合は「変更届」を町民課へ提出してください｡ 
 

※1から3の義務を果たさない場合は、罰則が適用
　されますので、必ず行ってください。 

◎犬は鎖につないで飼いましょう 
　　人に危害をおよぼさないよう、隣近所の迷惑にな
　らないように適当な場所に鎖等でつないで飼いまし
　ょう。放し飼いは、所定の条件を除いては法令違反
　ですので、絶対にしないでください。 
◎犬を散歩させる時は、必ずフンの始末をしましょう 
　　犬の運動や散歩の時は、ビニール袋等を持参し、
　必ずフンの後始末をしましょう。また、人に危害を
　加えないように鎖等でつないで散歩をしましょう。 
◎かわいいペットを大切に 
　　犬を飼った以上は、家族の一員として、愛情をも

　って最後まで世話をしてください。 

【問い合わせ・連絡先】 
産業建設課　産業振興グループ　q88－2116 
八戸家畜保健衛生所　　　　　　q27－7415 

 

【問い合わせ】町民課　戸籍住民グループ 
　　　　　　　q88－2119 
 

愛玩鶏（鳥）を飼養されている皆さんへ 

　現在、町民課では飼犬台帳の整理を行っていますので、登録や死亡届等の提出が済んでいない飼い犬が 
ありましたら手続きをお願いします。 
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【問い合わせ】 
八戸社会保険事務所　　　　q44－1742 
町民課　戸籍住民グループ　q88－2119 

 

　　　　 【問い合わせ・申し込み】 
青森県企画政策部　政策調整課　広報広聴グループ 
　〒030-8570　青森市長島1丁目1-1 
　q017-734-9138（直通） 
　Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：koho@pref.aomori.lg.jp 
 

【問い合わせ・資料請求】放送大学八戸サテライトスペース　q70－1663 
　　　　　　　　　　　   放送大学ホームページ　http://www.u-air.ac.jp 
 

◇20歳になったら国民年金 
　国民年金には、日本国内に住む20歳以上60歳未満
のすべての人が加入します。学生であっても20歳に
なったら国民年金に加入しなければなりません。 
　国民年金は、老後の生活を支えるだけでなく、万
が一のケガや病気で障害が残ってしまったり、生活
を支えていた一家の働き手を亡くした場合に、障害・
遺族年金で私たちの生活をサポートしてくれます。 
　これらの年金を受けるには毎月の保険料を納めて
いることが前提です。保険料の納め忘れがあるとこ
れらの給付を受けられない場合もありますので、便
利な口座振替やお得な早割制度、前納制度を利用し
て納め忘れを防ぎましょう。 
　また、経済的な理由などで保険料を納めるのが困
難な方は免除制度や納付猶予、学生納付特例制度が
ありますので相談ください。 

◇国民年金保険料はコンビニ等でも納められます 
　国民年金保険料は、金融機関、郵便局、社会保険事
務所のほか、コンビニエンスストアでも納められます。
　コンビニで保険料を納めるときは、バーコードが印
刷された納付書をご使用ください。金融機関が近くに
ない方、日中忙しくて金融機関 
に行けない方は、コンビニを 
ご利用ください。 
　なお、お手元に納付書がな 
い方は社会保険事務所までご 
連絡ください。 
 

　青森県では、アンケートを通じて県民の皆様から
意見・要望などをお聞きし、施策の企画・立案の参
考にするため、県政モニターを募集しています。 
　◎応募資格　県内にお住まいの満20歳以上の方 
　　※議員、公務員、行政相談委員、国や地方公共
　　　団体のモニターを務めている方や務めること
　　　になっている方、平成15年度以降に県政モ
　　　ニターを経験した方は除きます。 
　◎募集人員　100名程度 
　◎期　　間　4月から2年間 
　◎仕　　事　アンケートに対する回答（年3回程度） 
　◎応募方法　必要事項を記入し、葉書かＥメールで 
　　　　　　　お申し込みください。　 

　◎必要事項　〒住所、氏名（ふりがな）、性別、
　　　　　　　生年月日、職業、電話番号、応募理 
　　　　　　　由、各種ﾓﾆﾀｰの経験、Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 
　◎応募締切　1月31日（木）（当日消印有効） 
　◎結果通知　居住地域、年齢、職業などを勘案し 
　　　　　　　て決定し、3月末までに全員に通知し 
　　　　　　　ます。 
　◎そ の 他　1年ごとに記念品を贈呈します。 

　放送大学では、平成20年度第1学期（4月入学）
の学生を募集しています。 
　放送大学はテレビなどの放送を利用して授業を行
う通信制の大学です。 
　働きながらの大学卒業やキャリアアップ、退職後
の生きがいづくりなど、様々な目的で幅広い世代、
職業の方が学んでいます。 
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、
幅広い分野を学べます。 

●15歳以上の方なら、1科目から学習する選科履修
　生、科目履修生として入学できます。 
● 18歳以上の大学入学資格をお持ちの方なら、無
　試験で全科履修生として入学でき、4年以上在学
　して124単位以上を取得し、卒業すると学士（教養）
　を取得できます。 

謹　賀　新　年 

平成20年度 県政モニター募集 平成20年度 県政モニター募集 

募集期間：2月29日（金）まで 
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階上町出身者とのうれしい出会い！ 
～東京青森県人会60周年～ 

 

※本を借りる場合は図書貸出券が必要です。（発行料無料）。 
　その場で発行できますので、身分証明証をご持参くさだい。 

q80－1671
貸出時間：9時～19時 
　　　　　　（火～土、日・祝祭日） 

q88－2044
貸出時間：9時～19時 
　　　　　　（月～土、日・祝祭日） 

貸出時間：9時～17時（月～金） 
　　　　　　※土曜日は15時まで 

『臥竜の天　上・下』 
火坂　雅志 著／祥伝社 

　天下が豊臣の時代に移り変わろ
うとする戦国末期… 
　いまだ群雄が割拠する奥羽で、
隻眼の政宗は伊達家の当主となっ
た。 

『人間の関係』 
五木　寛之 著／ポプラ社 

 　人は「関係ない」では生きられ
ない。 
　変わる時代に、変わらないもの
はなにか？他人同士からはじまる
「人間の関係」。 

『日本史1000人』 
土肥由美子 他　作／世界文化社 

 　時代を動かした人物の素顔に迫
った充実のビジュアル版です。 
　名前は知ってるけど、どんな人？
　知らなかった歴史うんちくも満
載の本です。 

 

 11月10日、東京青森県人会の創立60周年を記念し

た「青森人（あおもりびと）の祭典」に出席しました。

　同会は1947年に発足、鳥谷部哲三郎会長（五戸

町出身）をはじめ約450人の県出身者が「会員相互

の親睦と、故郷への貢献を念頭において活動を続け

ている」というお話を伺い、会員の郷土に寄せる熱

い思いを感じました。 

　席上、本町出身のN氏と隣合わせになりました。 

　故郷を離れて300数十人を雇用する設計会社を経

営され、「成田空港のレストランの厨房を手がけた」

事など、多くの苦労を乗り越えてきた話に、初対面

ながら感銘し、うれしさと誇りを感じました。 

　N氏は今年還暦を迎え、県人会もちょうど60周

年と聞き、初めて参加されたそうです。階上で生ま

れ育ち、都会での紆余曲折を経て、時に故郷を遠く

感じながらも今に生き、そしてまた階上の思い出が

懐かしくよみがえってきたとおっしゃっていました。 

　本町出身者の今後益々のご隆盛を願うとともに、

階上町も元気に頑張っていくことによって、故郷と

の“心の絆”がさらに深まるものと考えています。 

（広告） （広告） （広告） （広告） 

謹　賀　新　年 



（広告） （広告） 

階上そば振興委員会収穫 

　　　　　　　　　 心のこもった手打ち 

●生そば1パック（１６０g ２玉入） 450円 
 

広報カレンダー  １月１６日（水）～２月１５日（金） 
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広報カレンダー  １月１６日（水）～２月１５日（金） 
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◎ゴミ収集日の地区区分について◎ ★ゴミ収集所について★ 

中　　　央 

西　　　部 

地　　　区 

石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、 

田代、晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内、 

耳ケ吠西 

 

東　　　部 

地　　　区 

 

耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、 

駅前、道仏、小舟渡 

　ゴミ収集所は、町内会でゴミ箱の設置や清掃
などの管理をしています。そのため、他地区か
らゴミを持ち込まれると大変迷惑をかけること
になりますので、通勤途中などにゴミを他地区
の収集所に出すことは絶対に止めてください。 
　また、地域のコミュニケーションを図るため
にも町内会に加入するようお願いします。 

◆空缶・空びん・ペットボトル収集日（全地区） 

◆新聞紙・ダンボール収集日（全地区） 

◆生きがい中央大学（ハートフルプラザ） 

◆燃えるゴミ収集日（東部地区） 

◆粗大ゴミ収集日（中央・西部地区） 

◆燃えるゴミ収集日（蒼前西地区） 

 

◆剣道クラブ（町民体育館　10：00～12：00） 

◆燃えないゴミ収集日（全地区） 

◆燃えるゴミ収集日（中央・西部地区） 

◆民俗資料収集館開放日（9：00～16：00） 

◆乳児保健相談（H19.７月・８月出生児 

　　　　　　 ハートフルプラザ　9：30～12：00） 

◆空缶・空びん・ペットボトル収集日（全地区） 

◆雑誌・チラシ・古布・その他の紙収集日（全地区）

◆乳児健康診査（H19.２月～H19.４月生まれ 

　　　　　　ハートフルプラザ　12：30～14：30） 

◆生きがい中央大学（ハートフルプラザ） 

◆燃えるゴミ収集日（東部地区） 

◆燃えるゴミ収集日（蒼前西地区） 

◆はしかみキャンパス公開講演会 

　（落語家　林家染二／ﾊｰﾄﾌﾙﾌﾟﾗｻﾞ　13：30～15：00） 

◆オレンジボール卓球大会（道仏体育館　9：00～） 

◆剣道クラブ（町民体育館　10：00～12：00） 

◆燃えないゴミ収集日（全地区） 

◆燃えるゴミ収集日（中央・西部地区） 

◆空缶・空びん・ペットボトルの収集はありません 

◆燃えるゴミ収集日（東部地区） 

◆燃えるゴミ収集日（蒼前西地区） 

◆わんぱく王国（まめまき･読み聞かせ、閉国式 

　　　　　 ／ハートフルプラザ　9：00～12：00） 

◆剣道クラブ（町民体育館　10：00～12：00） 

◆読み聞かせ研修会 

　　　　　（ハートフルプラザ　13：00～16：00） 

◆燃えないゴミ収集日（全地区） 

◆燃えるゴミ収集日（中央・西部地区） 

◆空缶・空びん・ペットボトル収集日（全地区） 

◆新聞紙・ダンボール収集日（全地区） 

◆生きがい中央大学（ハートフルプラザ） 

◆燃えるゴミ収集日（東部地区） 

◆燃えるゴミ収集日（蒼前西地区） 

 

◆支部対抗ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会（道仏体育館　9：00～） 

◆剣道クラブ（町民体育館　10：00～12：00） 

◆建国記念の日 

◆燃えないゴミの収集はありません 

◆燃えるゴミ収集日（中央・西部地区） 

◆民俗資料収集館開放日（9：00～16：00） 

◆空缶・空びん・ペットボトル収集日（全地区） 

◆雑誌・チラシ・古布・その他の紙収集日（全地区） 

◆１歳６か月児健康診査（H18.６月～H18.８月 

　　生まれ　ハートフルプラザ　12：30～14：00） 

◆燃えるゴミ収集日（東部地区） 

◆燃えるゴミ収集日（蒼前西地区） 

◆室内ゲートボール大会（町民体育館　9：00～） 

 

　かっての家庭電化ブームのなか、“電気
は安全で便利なもの”のイメージを決定的
にした電気こたつは代表選手ではないでし
ょうか。通常の使い方で事故の起きる心配
はほとんどありません。 
　しかし、電気こたつを乾燥機のかわりに
使い、サーモスタット（自動温度調節器）
が働かず火災になった例もあります。 

東北電気保安協会 

謹　賀　新　年 

電気こたつを乾燥機がわりに 
　　　　つかうのはやめましょう 
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「
住
宅
火
災
を
無
く
そ
う
」 

１
月
10
日
は
「
1
1
0
番
の
日
」
で
す
 

四
つ
の
ま
も
る
く
ん
運
動
実
施
中
 

青森県交通対策協議会 

11月中 年累計 

６1８ 
（－２５） 

６，２１３ 
（－４９５） 

高 齢 者 の 死 者  
～６５歳以上の人～ 

自動車乗車中の死者 

非着用死者 

着用していれば 
助かったと思われる人 

６ 
（＋１） 

８２ 
（＋２８） 

４９ 
（＋１１） 

９ 
（＋５） 

３８ 
（＋２１） 

１５ 
（＋６） 

　５ 
（＋２） 

７６４ 
（－２） 

発生件数 

死　　者 

傷  者  数 

４８ 

２ 

５４ 

－２ 

+２ 

－４ 

９１日 

１１月３０日現在 

死亡事故ゼロ連続日数 

前年同期比増減 

７,８５２ 
（－６６２） 

飲酒運転による死者 

発
生 死

者
の
状
態 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト 

死
者 

傷
者 

※（  ）内は前年比。累計は1月から。速報値のため後日変更することがあります。 

件 
 
 
 
人 
 
 
 
人 

件 
 
 
 
人 
 
 
 
人 

人 
 
 
 
人 
 
 
 
人 
 
 
 
人 
 
 
 
人 
 
 
 
 

　
110
番
は
、
警
察
へ
の
緊
急
通
報
用
電
話
番

号
で
、
昭
和
23
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
必
要
不

可
欠
な
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
す
。 

　
反
面
、「
い
た
ず
ら
」「
ま
ち
が
い
」
や
「
無

言
電
話
」
が
多
く
、
緊
急
事
案
の
処
理
等
に

影
響
が
出
て
お
り
、
警
察
で
は
「
正
し
い
110
番
」

の
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

　
緊
急
性
の
な
い
一
般
的
な
警
察
安
全
相
談

や
警
察
に
対
す
る
意
見
・
要
望
な
ど
は
、
警

察
安
全
相
談
電
話
（
0
1
7
―
7
3
5

―
9
1
1
0
　
プ
ッ
シ
ュ
回
線
♯
9
1
1
0
）

や
最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
な
ど

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
さ
ら
に
通
信
司
令
課
で
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
や

メ
ー
ル
を
設
置
し
、
耳
や
言
葉
に
障
害
を
お

持
ち
の
方
か
ら
の
通
報
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
0
1
7
―
7
2
2
―
0
1
1
0
 

ア
ド
レ
スapm

ail-1
1
0
@
chive.ocn.ne.jp

 

    

高齢者を 
交通事故から 
まもるくん 

   　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

　
平
成
二
十
年
の
新
春
を
迎
え
、
地

域
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
消
防
行
政

に
対
し
ま
し
て
、
種
々
御
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
平
成
十
九
年
上
半
期（
一
月
〜
六
月
）

に
お
け
る
火
災
の
概
要
が
発
表
さ
れ
、

全
国
総
出
火
件
数
は
三
万
六
百
五
十

九
件
で
し
た
。 

　
全
国
で
発
生
し
た
火
災
の
五
十
五

％
は
建
物
火
災
で
、
そ
の
内
五
十
七

％
は
住
宅
火
災
で
す
。
こ
の
火
災
に

よ
っ
て
多
く
の
尊
い
命
が
亡
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
火
災
原
因
の
上
位
は

放
火
、
た
ば
こ
、
こ
ん
ろ
、
放
火
の

疑
い
、
た
き
火
の
順
で
す
。
い
く
ら

優
秀
な
電
化
製
品
が
出
て
き
て
も
、

使
用
す
る
側
の
人
間
の
不
注
意
等
が

災
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

寝
る
前
や
ご
自
宅
を
留
守
に
す
る
際

に
は
、
今
一
度
「
火
の
元
」
を
確
か

め
ま
し
ょ
う
。 

　
さ
て
、
昨
年
の
階
上
町
の
火
災
出

動
を
み
ま
す
と
、「
火
災
発
生
件
数
」

は
十
一
件
、「
救
急
出
場
件
数
」
は

三
百
三
十
一
件
、「
救
助
件
数
」
は

八
件
で
あ
り
、
平
成
十
八
年
の
同
時

期
に
比
し
て
、
火
災
は
一
件
の
減
、

救
急
出
場
は
五
十
五
件
の
増
、
救
助

は
五
件
の
増
と
な
り
ま
し
た
。 

 

火災発生件数 

救急出場件数 

救助発生件数 

１１件 

３３１件 

８件 

１９　年 
（１/１～１１/３０現在） 

１２件 

２７６件 

３件 

△１件 

５５件 

５件 

１８　年 
（１/１～１１/３０現在） 前年同期比 

☆階上町災害出動件数☆ 

※幸い当町には大規模な災害がありませんでしたが、出動等においては、
地域の防災の担い手である消防団員の方々に協力して頂き、感謝の念で
一杯であります。 

平
成
二
十
年
新
春
を
飾
る
消
防
団
出
初
式
 

  　
寅
谷
正
美
団
長
の
下
、
消
防
団
員

の
士
気
を
高
め
る
と
共
に
、
新
春
の

祭
典
で
も
あ
り
ま
す
階
上
町
消
防
団

出
初
式
が
、「
郷
土
愛
に
燃
え
て
　
災

害
か
ら
守
ろ
う
　
人
と
町
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
今
年
も
次
に
よ
り
挙
行

さ
れ
ま
す
。
寒
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

多
数
ご
来
場
を
賜
り
、
団
員
の
激
励
と
、

災
害
に
立
ち
向
う
消
防
団
の
心
意
気

を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 ○
日
時
　
一
月
六
日
（
日
） 

　
　
　
　
午
前
十
時
〜
 

○
会
場
　
役
場
裏
駐
車
場
 

　
　
　
　
町
民
体
育
館
 

謹　賀　新　年 



下長根　キ　ワ（ 87・大　蛇） 

續　石　　功　（ 71・小舟渡） 

松　橋　テ　フ（ 93・駅　前） 

引敷林　茂　雄（ 72・平　内） 

矢　野　ミチヱ（ 81・蒼　前） 

木　下　　進　（ 63・石　鉢） 

寺　地　秀　雄（ 82・金山沢） （　　　　　　　　　  ） 
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（年齢・地区名） 

（住所又は元の本籍） 

西　原　光　三（愛知県半田市） 

　　谷　真土香（　 榊 　） 

第６期 

【問い合わせ】町民課　税務グループ 
　　　 q88－2114

国民健康保険税 
介 護 保 険 料  

月　　　　日は 1 31

　　　　　　の納期限です。 
忘れずに納めましょう。 

 

今月の表紙 平成１９年１２月受付分（１２月１５日現在） 

（父の名・母の名）　   （地区名） 

鳥屋部 

道　仏 

野場中 

鳥屋部 

みず　　き 

ゆず　　か 

なる　　み 

おう　　た 

前途を 
祝福します 

明 　けましておめでとうございます。 　新年号の表紙を飾るのは駅前地
区在住の佐藤　明さんによる版画。製
作期間3か月の力作です。 
　これは本町に伝わる昔話を題材とし
たもので、昔話好きの殿様に一人の百
姓が倉から稗（ヒエ）を運び出す鼠の
話を延々とし、ついに殿様の娘を嫁に
もらいます。昔話を覚えていれば、こ
んなに出世することもあるよ、という
内容です。 
　昨年は食品偽装事件や原油価格の高
騰など、私たちの生活に身近な所で暗
い話題が多い年でした。 
　今年はよい事が多い年になりますよ
うに。 

夏　坂　水　綺（大　器・裕　子） 

蔦　木　柚　香（寿　幸・和歌子） 

酒　本　愛　海（篤　寛・絢　子） 

松　本　凰　汰（　透　・信　江） 

謹　賀　新　年 

タ イ ト ル：「晩秋の滝」 

撮　影　者：山本　敏夫さん 

　　　　　　（八戸市） 

撮 影 場 所：寺下観音 

使用カメラ：オリンパスOM-4Ti

階上町観光協会 
フォトコンテスト 
入 選 作 品 か ら 
 

最
優
秀
賞
 

 

　平成18年度に開催された、第３回

階上町観光協会フォトコンテスト入選

作品をご紹介します。 

　今年度も第４回を開催しますので、

皆さん奮ってご応募ください。 

　※応募方法は昨年の 

　　広報６月号をご覧 

　　ください。 

◆泊川神社（榊地区） ◆泊川神社（榊地区） 

町民課窓口業務延長のお知らせ 
　町民課では、次の窓口を1時間延長
し、午後6時まで行っています。 
　◎戸籍住民グループ 
　　・住民票の交付 
　　・印鑑証明書の交付 
　◎税務グループ 
　　・所得証明書の交付 
　　・資産証明書の交付 
　　・納税証明書の交付 
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◇169◇ 

〈224〉 
有
　
谷
　
　
　
升 

マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
（
ゆ
り
科
） 

花が咲くと花びらが反り返る 

　
樹
林
地
に
生
え
る
多
年
草
で
、

細
い
地
下
茎
を
出
し
て
横
に
這
い
、

群
落
を
つ
く
る
こ
と
が
多
い
。
草

丈
十
〜
二
十
　
、
ハ
ー
ト
形
の
葉

を
二
枚
つ
け
る
。
ま
れ
に
三
枚
の

も
の
も
あ
る
。
葉
脈
が
よ
く
目
立

ち
、
木
々
の
葉
が
萌
え
出
す
頃
、

白
い
花
を
つ
け
、
鶴
の
長
い
首
の

よ
う
に
見
え
る
。
果
実
は
緑
色
で

丸
く
、
熟
す
と
赤
く
な
る
。
葉
に

特
徴
が
あ
る
上
に
、
花
後
の
果
実

が
真
赤
に
熟
す
の
で
、
ど
の
時
期

で
も
そ
れ
と
わ
か
る
。
名
の
由
来

は
、
独
特
な
葉
脈
の
曲
が
り
方
が
、

鶴
の
羽
根
に
見
え
、
白
い
小
さ
な

花
び
ら
が
後
ろ
へ
反
転
す
る
、
そ

の
姿
が
鶴
の
舞
い
に
見
え
る
こ
と

か
ら
と
い
う
。 

八
戸
藩
、城
主
格
へ
の
道
（
二
） 

正
部
家
　
奨
／
作
・
佐
藤
　
明
／
画 

セ
ン
 

チ
 

 

　
大
名
に
は
類
型
が
あ
り
ま
し
た
。

　
古
代
に
は
大
規
模
な
名
田
（
荘

園
や
国
衙
領
）
を
も
つ
者
を
さ
し
、

中
世
に
は
有
力
な
武
家
の
領
主
を

さ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
幕

府
か
ら
現
地
の
守
護
に
任
じ
ら
れ

た
者
を
守
護
大
名
、
戦
国
期
に
実

力
で
地
方
の
武
家
領
主
と
な
っ
た

者
を
戦
国
大
名
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て

幕
府
将
軍
か
ら
一
万
石
以
上
を
領

知
さ
れ
た
者
を
さ
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
総
数
は
約
二
百
七
十

に
及
び
、
そ
の
規
模
（
石
高
）
に

よ
っ
て
国
持
、
国
持
並
、
城
持
、

城
持
並
、
無
城
に
区
別
さ
れ
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
将
軍
と
の
親
疎
に
よ
っ

て
親
藩
（
御
三
家
＝
尾
張
、
紀
伊
、

水
戸
、
御
三
郷
＝
田
安
、
一
橋
、

清
水
）
譜
代
、
外
様
な
ど
の
区
別

も
あ
り
ま
し
た
。 

　
譜
代
（
譜
第
と
も
書
く
）
と
は
、

関
ヶ
原
の
戦
い
（
一
六
〇
〇
）
以

前
か
ら
徳
川
氏
に
従
っ
た
者
や
大

坂
城
落
城
（
一
六
一
五
）
以
前
に

従
っ
た
者
を
称
し
、
外
様
と
は
関

ヶ
原
の
戦
い
以
降
に
服
属
し
た
大

名
を
さ
し
ま
す
が
、
幕
府
は
こ
の

外
様
大
名
の
統
制
に
注
意
を
払
い
、

関
東
や
畿
内
か
ら
の
遠
隔
地
に
配

置
し
、
初
期
に
は
人
質
を
と
っ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
原
則
的

に
は
幕
府
の
役
職
に
着
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
大
名
に
は
こ
れ
ら
の
区
別
に
よ

っ
て
官
位
、
江
戸
城
内
で
の
詰
席
、

そ
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
格
式
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
江
戸
時
代
の
大
名
の
統
治
組
織

の
領
知
は
藩
と
呼
ば
れ
、
自
治
、

自
立
性
を
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、

一
方
で
は
幕
府
、
将
軍
に
対
す
る

参
勤
交
代
や
軍
役
の
負
担
が
義
務

づ
け
ら
れ
、
除
封
、
転
封
な
ど
に

よ
っ
て
そ
の
知
行
権
は
制
限
を
受

け
て
い
ま
し
た
。 

謹　賀　新　年 
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